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秋
植
造
林
補
助
申
請
と

　
　
造
林
用
苗
木
の
注
文
を

　
秋
植
造
林
補
助
申
請
と
苗
木
注
文

の
受
付
を
つ
ぎ
に
よ
り
六
月
二
十
日

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
申
請
の
手
続

　
造
林
用
苗
木
注
文
や
補
助
申
請
を

す
る
時
は
、
所
定
の
申
請
用
紙
に
記

入
の
上
、
農
事
連
絡
員
か
森
林
組
合

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
用
紙
は
農

事
連
絡
員
、
森
林
組
合
へ
）

O
造
林
補
助
の
採
択
条
件

　
④
一
般
補
助
造
林
（
県
費
補
助
）

の
場
合
は
一
反
歩
以
上
と
し
、
植
栽

本
数
は
、
杉
、
松
の
場
合
は
二
百
本

以
上
、
桐
は
二
十
本
以
上
と
す
る

　
◎
小
規
模
補
助
造
林
（
市
費
補
助
）

の
場
合
は
七
畝
以
上
と
し
、
杉
の
み

層
礁
萎

♂
略
鱗
慰

繍
醜
滋

撫
蟹
指
鯵

⇔
翻
灘
麟
謂
曝

彦
〃
》
轟
恥

○
補
助
申
請
書
記
入
上
の
注
意

　

④
苗
木
の
注
文
は
、
桐
は
五
本
単

位
、
杉
、
松
は
五
十
本
単
位
と
す
る

　
◎
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
区

域
、
苗
場
山
麓
開
発
予
定
地
内
に
植

林
さ
れ
て
も
補
助
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
○
そ
の
他

　
　
郡
・

　
　
お
さ
そ
い

　
“
お
互
い
の
実
践
を
交
流
し
あ
い
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
方
向
を
考
え
あ

お
う
”
と
つ
ぎ
の
と
お
り
、
郡
、
市

社
会
教
育
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
郡
、
市
内
の
社
会
教
育

公
民
館
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
の
関

係
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
、
中
学
校
P
T
A
活
動
、
小

学
校
P
T
A
活
動
、
婦
人
会
活
動
、

婦
人
の
学
習
活
動
、
幼
稚
園
、
保
育

所
母
の
会
活
動
、
青
年
の
グ
ル
ー
プ
、

　
一
般
補
助
造
林
で
も
方
法
に
よ
り

低
高
率
の
補
助
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
森
林
組
合
又
は
市
農
林
課
へ

　
十
日
町
森
林
組
合

　
　
曾
公
社
線
　
七
！
へ
八
三
一
番

　
　
　
有
線
五
二
九
一
六
番

　
市
役
所
　
魯
　
七
i
三
一
一
一
番

美
し
い
緑
を
守
ろ
う

　
富
目
て
よ
う

　
自
然
、
特
に
樹
木
の
緑
や
花
は
、

私
た
ち
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
う
る
お

市
社
会
教
育
大
会
の

サ
ー
ク
ル
活
動
、
子
ど
も
会
活
動
、

公
民
館
活
動
、
社
会
体
育
活
動
、
文

化
財
保
護
等
の
分
科
会
で
研
究
。
講

師
に
横
山
宏
氏
、
丸
山
新
七
氏
、
山

内
正
豊
氏
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
と
き
六
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
九
時

　
と
こ
ろ
市
公
民
館
（
市
民
会
館
）

い
さ
え
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
自
然
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
緑
に
親

し
み
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
す
る
た
め
、
私
た
ち
の
家
庭
の
庭

な
ど
を
緑
い
っ
ぱ
い
に
。
美
し
い
緑

を
守
り
育
て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

㈱
滝
泰
が
一
千
万
円
を

　
を
寄
付

　
㈱
滝
泰
（
滝
沢
東
湖
社
長
）
は
、
国

道
拡
幅
に
伴
う
本
社
屋
改
築
工
事
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
。
こ
の
社
屋
改
築
記
念
と
し
て
、

市
に
一
千
万
円
の
浄
財
を
寄
付
、
去

る
五
日
の
竣
工
式
の
席
上
、
春
日
市

長
に
「
公
共
事
業
に
役
立
て
て
欲
し

い
」
と
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
市

で
は
、
こ
の
浄
財
を
有
効
に
使
用
し

た
い
と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

供
託
事
務
は

　
　
新
潟
地
方
法
務
局

　
　
長
岡
支
局
へ

　
い
ま
ま
で
、
新
潟
地
方
法
務
局
十

日
町
出
張
所
は
、
登
記
事
務
の
ほ
か

に
供
託
事
務
を
取
扱
っ
て
い
ま
し
た

糞
　
　
塗
磁

　
　
　
侭

　
　
せ

騒，欝臨吟

轄

り圏ε難
覇鰹薦

私
が
震

見
つ
サ

舞
有
甑
〆

▲

　
嬉
ら
ら

　
、
軸
人
な
に

　
太
を
く
η
3

　
る
し
ひ

へ

以乃

　
◎
－

V

盛
大
だ
っ
た

　
　
　
小
唄
ま
つ
り

　
恒
例
の
小
唄
ま
つ
り
は
、
去
る

五
、
六
の
両
日
盛
大
に
行
な
わ
れ

　
ま
し
た
。
．
五
日
夜
の
大
民
踊
流
し

…
は
、
千
名
の
踊
り
子
が
市
内
四
か

所
か
ら
同
時
に
ス
タ
ー
ト
。
八
時

過
ぎ
か
ら
本
町
二
、
三
丁
目
で
県

…
内
太
鼓
競
演
に
あ
わ
せ
、
盛
大
な

　
民
踊
絵
巻
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

　
し
た
。

　
　
参
加
し
た
競
演
の
太
鼓
は
つ
ぎ

　
の
と
お
り
。

　
　
道
祖
神
太
鼓
（
野
沢
）
雪
お
ろ
し

…
太
鼓
（
湯
沢
）
御
実
城
太
鼓
（
六
日

”
町
）
悠
久
太
鼓
（
長
岡
市
）
万
代
太

，
鼓
（
新
潟
市
）
謙
信
公
太
鼓
（
上
越

一
市
）

が
、
機
構
整
備
に
伴
な
い
、
本
年
七

月
一
日
か
ら
供
託
事
務
は
、
新
潟
地

方
法
務
局
長
岡
支
局
（
長
岡
市
柏
町

一
丁
目
四
番
二
二
号
）
で
取
扱
う
予

定
で
す
。
な
お
、
登
記
事
務
に
つ
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
同
局
十
日
町
出

張
所
で
取
扱
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
　
（
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡

支
局
・
同
十
日
町
出
張
所
）

　
　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

▽
千
原
祥
一
、
湯
沢
正
樹
…
・
：
二
百

九
十
円
　
▽
春
日
由
三
…
…
五
千
円

晦Q鵡

“A

（

　
》
ヘ

ギ

私
。
も
の
δ

ノ鼠

悔
壕

ぞ
．

●）

6
月
の
休
日
救
急
医

29　22　　15
日　　日　　日

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
曾
2
の
2
9
5
7
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
束
）

　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
曾
2
の
3
2
6
9
番

▽
福
島
嘉
平
治
（
香
典
返
し
）
…

三
万
円
　
▽
滝
沢
清
三
（
香
典
返
し
）

…
…
五
万
円
　
▽
佐
藤
久
一
…
…
五

千
円
　
▽
内
藤
直
義
…
…
千
円
　
▽

上
村
良
平
…
…
二
万
三
百
六
十
四
円

▽
野
本
郁
太
郎
…
…
五
百
六
十
五
円

▽
と
く
名
…
…
二
千
五
百
円
・
雑
布

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
建
設
基
金
寄
付
金

▽
十
日
町
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
…
…
十

三
万
二
千
三
百
三
十
四
円
　
▽
手
を

つ
な
ぐ
親
の
会
…
…
二
十
万
円

旭
ケ
丘
団
地
分
譲
住

　
宅
を
募
集

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
、
分
譲
住
宅
の
第
二
次
募

集
を
行
な
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
七

月
三
十
一
日
ま
で
に
市
役
所
開
発
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
一
年
積
立
　
五
戸

　
一
・
五
年
積
立
　
十
四
戸

■市勢／人ロ…・50，270人（男24，396人・女25，874人）／世帯数一11，505／面積・…211・44K㎡ぐ5月旧現在
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まだ朝もやに包まれた午前5時半、一タリ棒状の銀輪部隊がペタルも車至るぐ
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営無料駐車場を設置

十日町輸出絹撚㈱
　　空地に

市
営
無
料
駐
車
場
予
定
地
の

十
日
町
輸
出
絹
撚
㈱
空
地

　
十
日
町
市
は
、
路
上
駐
車
天
国
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
違

法
駐
車
が
多
く
、
ど
こ
の
道
路
を
歩
い
て
も
危
険
が
い
っ

ぱ
い
の
状
態
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
違
法
駐
車
を
少
な
く
す
る
た
め
努
力
を

つ
づ
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
’

市
営
無
料
駐
車
場
設
置
に
つ
い
て
、
去
る
六
月
十
三
日
開

催
の
市
議
会
第
二
回
定
例
会
に
提
案
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
・

　
市
営
無
料
駐
車
場
の
設
置
場
所
は
、

卜
H
町
輸
出
絹
撚
㈱
空
地
（
八
幡
田

町
）
で
、
面
績
は
約
干
六
百
平
方
冒
、

収
容
台
数
約
百
台
で
す
．
、
輸
出
絹
撚

㈱
の
ご
協
力
を
得
て
、
設
置
す
る
わ

け
で
す
が
、
七
月
末
日
頃
か
ら
使
用

で
き
る
よ
う
に
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
（
工
事
費
約
．
白
レ
万
円
）
。

　
こ
の
駐
車
場
は
、
市
中
心
部
に
も

近
く
、
市
営
無
料
駐
車
場
が
完
成
す

る
と
、
買
物
等
、
運
転
者
に
と
っ
て

ず
っ
と
便
利
に
な
る
も
の
と
思
い
ま

よ
o
　
し
か
し
、
駐
車
場
の
収
容
台
数
は

限
ら
れ
て
お
り
、
大
ぜ
い
の
人
達
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
つ
ぎ
の

使
用
条
件
を
定
め
ま
し
た
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
、

市
営
無
料
駐
車
場

の
使
用
条
件

だ
さ
い
。

　
◇
無
人
で
自
由
に
駐
車
で
き
ま
す

が
、
施
設
内
で
の
損
傷
や
盗
難
等
の

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
．

　
◇
料
金
は
無
料
で
す
が
、
な
る
べ

く
、
、
時
間
以
L
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　
◇
車
庫
が
わ
り
の
駐
車
等
、
駐
車

場
の
使
用
条
件
に
違
反
し
た
車
は
、

市
の
交
通
指
導
員
が
随
時
巡
視
し
、

厳
重
に
注
意
し
ま
す
。

駐
車
場
設
置
資
金
貸
付
制
度
の

ご
利
用
を

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
民
間
の
駐

車
場
の
造
成
等
を
推
し
ん
す
る
た
め

駐
車
場
設
置
資
金
の
貸
付
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
二
の
貸
付
金
は
、
造
成
費
用
の
八

予
劣
を
貸
付
対
象
と
し
、
Φ
駐
車
場

を
共
同
施
設
と
し
て
設
置
す
る
場
合

市
営
無
料
駐
車
場

予
定
地
略
図

　
◇
一
般
市
民
の
買
物
等
一
時
的
駐

車
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
す

か
ら
、
工
場
、
事
業
所
等
の
通
勤
車

の
車
庫
が
わ
り
の
駐
車
は
禁
止
さ
れ

ま
す
。

　
◇
大
ぜ
い
の
人
た
ち
の
た
め
の
駐

車
場
で
す
か
ら
、
効
率
的
に
利
用
す

る
た
め
、
通
路
を
ふ
さ
い
だ
り
、
斜

め
駐
車
を
し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
く

淳
酒

綬

里

　
　
　
　
↑
・

　
　
　
苓
幅

輌車
η

蒜
†
セ

聴

1
　
5
　
　
1

－
－
－
臼

1計
越
非
綿
喜
賛
壕

　
l　
　
f

　
ー
ノ
　
U
　
f

　
　
　
　
　
　
　
～E

團

鼎岳南口『田

　
　
　
　
本
町
西
線

凧
「

に
は
、
最
高
二
干
万
円
ま
で
。
α
駐

車
場
を
業
と
し
て
設
置
す
る
場
合
に

は
、
最
高
一
毛
万
円
ま
で
。
3
そ
の

他
工
場
、
事
業
所
等
で
従
業
員
の
た

め
の
駐
車
場
と
し
て
設
置
す
る
場
合

に
は
最
高
五
百
万
円
ま
で
貸
付
け
ら

れ
ま
す
。
利
子
は
年
八
％
、
貸
付
期

間
は
q
の
場
合
七
年
、
⑫
、
6
の
場

合
は
．
五
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貸
付
対
象
は
、
都
市
計
画

区
域
内
に
、
い
ず
れ
も
レ
台
以
上
駐

車
で
き
る
施
設
を
つ
く
る
場
合
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
宣
言
県
民
大
会

中
条
小
が
知
事
表
彰

　
馬
場
さ
ん
も
優
良
運
転
で

　
新
潟
県
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

県
民
の
関
心
を
高
め
、
交
通
事
故
防

止
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
、
七
月
十

日
の
交
通
安
全
県
宣
言
記
念
県
民
大

会
の
席
上
、
交
通
安
全
に
功
績
の
あ

っ
た
交
通
安
全
優
良
校
、
優
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
　
　
㎜

一
最
近
二
輪
車
に
よ
る
事
故
が
多
く
な
笥
て
い
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
一

り

一
　
こ
れ
は
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
そ
の
傾
向
に
あ
U
よ
す
。
　
一

ヨ

一
県
警
で
は
、
二
輪
車
の
事
故
一
掃
〔
力
を
入
ね
石
い
る
だ
け
で
な
く
特
　
一

ロ

一
に
暴
走
族
の
取
締
り
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
C
い
よ
す
。
な
お
、
、
曳
の
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

コ

丁
は
ど
道
交
法
の
一
部
改
正
で
、
二
輪
車
（
50
㏄
以
ヒ
）
〔
よ
る
へ
串
て
ッ
　
一

ロ

一
ト
の
着
用
を
義
務
づ
け
、
時
速
四
レ
キ
。
ゼ
以
L
の
最
高
速
度
が
定
め
ら
　
一

ロ

一
れ
て
い
る
道
路
で
、
運
転
者
が
へ
牛
ヌ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
、
ま
た
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

一
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
者
を
乗
せ
て
．
一
輪
車
を
運
転
し
た
場
合
は
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

リ

一
新
た
に
行
政
処
分
の
基
準
点
数
一
点
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ロ

一
　
二
輪
車
に
の
る
場
合
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
所
、
団
体
及
び
優
良
運
転
者
に
対
し

県
知
事
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
当
市
関
係
で
は
、
交
通
安
全
優
良

校
に
中
条
小
学
校
（
貝
谷
東
吾
校
長
）
、

優
良
運
転
者
と
し
て
馬
場
文
平
氏
（
市

内
小
泉
）
が
県
知
事
表
彰
を
う
け
ま

し
た
。
中
条
小
学
校
で
は
、
長
期
間

交
通
安
全
学
習
、
交
通
安
全
指
導
を

行
な
い
市
内
各
校
の
模
範
的
実
践
校

で
あ
る
。
さ
ら
に
地
域
全
体
の
交
通

安
全
運
動
の
核
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
中
条
小
学
校
は
、
身
を
守
る
交

通
安
全
を
基
盤
に
、
児
童
が
主
体
的

に
活
動
を
展
開
し
、
特
に
車
輌
通
過

量
調
査
、
ユ
ニ
ー
ク
な
集
会
活
動
な

ど
事
故
防
止
、
交
通
安
全
対
策
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　
優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰
を
う
け

た
馬
場
文
平
氏
は
、
運
転
免
許
取
得

以
来
三
十
七
年
間
無
事
故
無
違
反
。

現
在
、
自
社
の
従
業
員
の
陣
頭
指
揮

に
あ
た
る
ば
か
り
で
な
く
、
県
交
通

モ
ニ
タ
ー
、
県
ダ
ン
プ
協
会
、
市
交

通
安
全
指
導
員
、
市
交
通
安
全
協
会

長
な
ど
を
歴
任
し
　
地
域
の
交
通
安

全
に
献
身
的
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

食
べ
る
前
に
手
洗
い
を

　
夏
の
伝
染
病
を
防
ご
う

　
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
あ
け
か
ら
夏
に

か
け
て
、
赤
痢
な
ど
夏
の
伝
染
病
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
お
互
い

に
夏
の
健
康
を
守
る
た
め
に
つ
ぎ
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
赤
痢
の
♪
防
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
で
す
。

　
赤
痢
は
人
の
ヂ
か
ら
ロ
ヘ
と
や
っ

て
き
ま
す
。
用
便
の
あ
と
、
調
理
の

前
、
食
前
、
洗
濯
の
あ
と
、
雑
巾
が

け
の
あ
と
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き

な
ど
は
、
必
ず
手
を
洗
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
．
、

　
手
洗
い
は
、
で
き
れ
ば
ク
レ
ゾ
ー

ゆ
水
で
消
毒
す
る
か
逆
性
石
け
ん
な

ど
を
使
用
し
た
あ
と
水
で
洗
う
と
い

う
方
法
が
適
当
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
病
菌
を
ば
い
介
す
る

ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
が
大
切
で
す
。

（第3種郵便物認可）昭和50年7月10日
と6∬』向監（3）

幼
児
の
交
通
安
全
教
育
を
考
え
る
ー

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
q
2
2
市
民
会
館
で

劣
減
ぐ
る
凄
の
交

螺
動

　
　
　
　
交
通
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
悲
惨
な
交
通
事
故
は
あ
と
を
た
ち
　
　
交
通
問
題
委
員
会
と
共
催
で
、
我
が

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
の
交
通
安
全
を
考
え
る
交
通
問
題

　
十
日
町
青
年
会
議
所
（
滝
沢
章
次
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
市
民
会
館
で
開
き

会
長
）
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
帯
を
　
　
ま
し
た
。

統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
教
育
問
題
及
　
　
ま
ず
全
員
が
、
映
面
「
母
さ
ん
は
り

び
交
通
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
　
　
ー
ダ
ー
」
鑑
賞
や
講
演
「
ど
ん
な
子
ど

が
、
こ
の
ほ
ど
、
日
本
青
年
会
議
所
　
　
も
が
事
故
に
あ
い
や
す
い
か
」
　
「
小

し

一
　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
去
　
　
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
。
ヘ

ロ

一
　
る
六
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
　
　
き
地
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
。

ロ

一
　
開
か
れ
、
十
議
案
を
原
案
可
決
、
　
　
五
十
年
度
市
一
般
会
計
予
算
の
歳

一

松
川
で
は
、
交
通
安
全
に
ど
う
と
り

く
ん
で
い
る
か
」
等
を
聞
い
た
あ
と

幼
児
交
通
安
全
教
育
を
テ
ー
マ
に
全

体
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、
交
通
安
全

運
動
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
地
域

住
民
の
連
帯
感
を
た
か
め
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
を
実

践
す
る
た
め
の
方
策
を
研
究
i
。

　
特
に
、
宇
留
野
日
大
教
授
は
、
講

演
の
な
か
で
、
事
故
を
起
こ
し
や
す

い
子
ど
も
の
型
と
し
て
、
つ
ぎ
の
七

つ
を
あ
げ
、
半
分
以
上
該
当
す
る
子

自らの体験をとおして講演する

小松川交通安全協会長

飯島　誠氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
危
険
度
が
高
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
気
が
短
か
い
　
二
、
や
る
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
い
　
三
、
叱
ら
れ
た
り
注
意
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
す
ぐ
涙
ぐ
む
　
四
、
呑
気
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
す
ぐ
フ
ク
レ
怒
る
　
六
、
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
す
ぐ
馴
れ
な
い
　
七
、
話
し

じ
ロ
ロ
じ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
　
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
ロ
ユ
し
じ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
ヨ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
コ
ご
じ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
じ
ロ
し
ロ
ロ
ユ
じ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
じ
ご
　
ロ
ロ
ロ
し
　
　
ロ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
予
算
を
可
決
。
工
事
請
負
契
約
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
池
小
赤
倉
分
校
新
築
工
事
）
の
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
結
に
同
意
、

　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　9　　　　　　　　　一　　　　　　　　，　　　　　　　o　　　　　　　冒　　　　　　一　　　　　　一　　　　　甲　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　噂　　一　〇　一
一一

承
認
一
議
案
、

二
議
案
に
同
意
、

一
議
案
を
修
正

で
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
請
願

監
査
委
員
に
福
崎
正
平
氏

　
　
　
　
　
　
　
－
第
二
回
市
議
会
定
例
会
1

・
陳
情
十
五
件

入
歳
出
を
四
千
九
百
八
十
六
万
三

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
四
十
五
億
六
千
八
百
七
十

万
七
千
円
と
す
る
市
一
般
会
計
補

ま
た
監
査
委
員
の

関
口
竹
次
郎
氏
の

任
期
満
了
に
と
も

な
い
新
た
に
福
崎

正
平
氏
を
選
任
す

　
を
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託
し

　
ま
し
た
。

　
　
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
市

一
－
腰
I
l
巳
酢
1
9
0
1
1
1
陰
I
1
9
9
1
0
緬
I
l
l
隆
I
1
9
0
0
1
量
5
1
9
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
9
1
1
1
－
1
－
I
I
I
I
l
I
I
O
l
I
I
I
O
g
l
I
I
I
一
－
一
ー
1
0
1
昼
I
l

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会
委
員

に
富
井
康
則
、
滝
沢
重
治
、
根
津
新

作
の
三
氏
が
推
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　帰　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　，　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　層　　　　一　　　一　　一　　一　一　一
一一

を
終
り
ま
で
聞
か
ず
行
動
す
る

　
ま
た
、
知
能
と
事
故
と
の
関
係
は

知
能
が
低
い
か
高
い
子
ど
も
が
事
故

頻
発
児
の
傾
向
が
あ
る
と
し
、
後
天

的
な
面
（
知
性
、
知
識
等
）
に
対
す
る

安
全
教
育
の
徹
底
が
よ
り
重
要
で
あ

る
と
結
ん
で
い
ま
し
た
。
小
松
川
交

通
安
全
協
会
長
飯
島
誠
氏
は
、
小
学

校
の
四
年
生
以
上
で
交
通
少
年
団
を

結
成
。
少
年
の
う
ち
か
ら
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
努

力
を
し
て
い
る
と
、
自
分
の
体
験
を

通
し
て
訴
え
て
い
ま
し
た
。

柳
、
山
田
両
君
が
参
加

県
青
年
海
外
派
遣
（
農
民
の
船
）

　
今
日
、
世
界
的
に
食
糧
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
と
き
、

東
北
、
信
越
地
方
の
農
村
青
年
が
一

緒
に
な
っ
て
、
農
業
を
基
礎
と
し
て

国
づ
く
り
に
励
む
隣
邦
中
華
人
民
共

和
国
を
訪
れ
、
中
国
の
政
治
、
経
済

文
化
、
教
育
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
見

聞
を
ひ
ろ
げ
、
郷
土
の
発
展
に
役
立

て
よ
う
と
日
中
友
好
東
北
、
信
越
農

民
の
船
新
潟
県
事
務
局
（
県
民
生
部

青
少
年
福
祉
課
）
を
中
心
に
派
遣
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
十
日
町
市
長
の
推
せ
ん
で
柳
、

山
田
両
君
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
両
君
は
す
で
に
事
前
研
修

を
済
ま
せ
八
月
十
日
中
国
へ
向
け
て

新
潟
港
を
出
発
し
ま
す
。

　
派
遣
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
派
遣
期
間
　
五
十
年
八
月
十
日
～

　
八
月
二
十
五
日
（
十
六
日
）

　
訪
間
先
　
　
中
華
人
民
共
和
国

　
L
海
、
天
津
、
北
京
で
人
民
公
社

等
諸
施
設
状
況
の
見
学
、
中
国
農
村

青
年
、
農
民
と
の
交
流
懇
談
会
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
芸
等
の
相
互
交

流
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
訪
問
の
抱
負

　
　
　
柳
　
敏
博
（
六
箇
山
谷
）

　
今
日
、
国
交
が
回
復
し
、
今
後
次

第
に
交
流
が
深
ま
る
で
あ
ろ
う
中
国

へ
の
関
心
は
、
若
者
な
ら
ば
誰
も
が

抱
い
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
中
国
は
、
農
業
立
国
と
い
う

こ
と
か
ら
、
農
業
を
基
礎
と
す
る
国

の
政
策
の
も
と
で
、
日
夜
働
く
若
い

青
年
達
の
人
生
観
、
喜
び
、
悩
み
、

夢
等
中
国
の
青
年
達
と
の
交
流
や
研

修
の
中
で
、
農
業
に
対
す
る
新
し
い

夢
を
見
い
だ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
中
国
の
農
業
の
実
態

や
そ
れ
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
の
心
意

気
を
広
報
事
業
を
通
じ
、
地
域
の
若

者
や
農
家
に
率
直
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
農
政
運
動
に
、
農

民
の
先
頭
に
立
っ
て
少
し
で
も
役
立

ち
た
い
と
田
心
い
ま
す
。

中
国
訪
間
の
抱
負

　
　
山
田
　
栄
（
東
枯
木
又
）

　
日
中
国
交
回
復
以
来
、
中
国
は
、

日
本
に
と
っ
て
も
関
心
の
ま
と
に
な

っ
て
い
る
。

　
農
業
を
例
に
と
る
と
、
中
国
は
、

農
業
を
基
本
と
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
日
本
は
、
工
業
生
産
な
ど
に
依

存
し
、
農
業
は
い
わ
ば
付
属
品
的
な

感
じ
を
受
け
る
の
は
私
一
人
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

　
農
業
と
い
う
と
、
若
者
の
多
く
は
、

「
カ
ッ
コ
悪
い
」
　
「
百
姓
は
嫌
い
」

と
い
っ
て
逃
げ
腰
に
な
る
。
そ
の
証

し
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
　
「
農
家
に

嫁
が
な
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
。

　
中
国
の
農
業
は
、
ま
だ
ま
だ
機
械

設
備
等
は
お
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
が

農
業
を
基
本
と
し
て
い
る
中
国
の
若

い
男
女
は
、
農
業
を
ど
う
と
ら
え
て

い
る
の
か
、
ど
ん
な
人
生
観
、
世
界

観
を
も
っ
て
い
る
の
か
見
て
く
る
こ

と
は
、
私
の
人
生
に
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

〃
4
瀕

　
柳
敏
博
（
六
箇
山
谷
）

　
昭
和
二
十
六
年
六
箇
山
谷
に
生

ま
れ
、
現
在
二
卜
四
歳
。
水
稲
九

十
♂
、
畑
七
卜
♂
の
農
家
の
長
男
。

　
十
日
町
高
校
卒
後
、
市
農
協
広

報
課
に
勤
務
。
市
柔
道
会
に
所
属

し
、
後
輩
の
指
導
に
あ
た
）
て
い

る
。
柔
道
三
段
。

　
山
田
栄
（
東
枯
木
又
）

　
昭
和
．
一
卜
九
年
東
枯
木
又
に
生

ま
れ
る
。
（
二
十
歳
）
水
稲
七
卜
♂
、

桑
園
一
衿
の
專
裳
農
家
。
興
農
館

高
校
卒
業
後
、
枯
木
又
寿
年
学
級

で
山
間
地
農
業
に
つ
い
て
研
究
、

討
議
。
現
在
、
市
陸
上
競
技
協
会

ヘ
ム
員
。
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営無料駐車場を設置

十日町輸出絹撚㈱
　　空地に

市
営
無
料
駐
車
場
予
定
地
の

十
日
町
輸
出
絹
撚
㈱
空
地

　
十
日
町
市
は
、
路
上
駐
車
天
国
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
違

法
駐
車
が
多
く
、
ど
こ
の
道
路
を
歩
い
て
も
危
険
が
い
っ

ぱ
い
の
状
態
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
違
法
駐
車
を
少
な
く
す
る
た
め
努
力
を

つ
づ
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
’

市
営
無
料
駐
車
場
設
置
に
つ
い
て
、
去
る
六
月
十
三
日
開

催
の
市
議
会
第
二
回
定
例
会
に
提
案
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
・

　
市
営
無
料
駐
車
場
の
設
置
場
所
は
、

卜
H
町
輸
出
絹
撚
㈱
空
地
（
八
幡
田

町
）
で
、
面
績
は
約
干
六
百
平
方
冒
、

収
容
台
数
約
百
台
で
す
．
、
輸
出
絹
撚

㈱
の
ご
協
力
を
得
て
、
設
置
す
る
わ

け
で
す
が
、
七
月
末
日
頃
か
ら
使
用

で
き
る
よ
う
に
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
（
工
事
費
約
．
白
レ
万
円
）
。

　
こ
の
駐
車
場
は
、
市
中
心
部
に
も

近
く
、
市
営
無
料
駐
車
場
が
完
成
す

る
と
、
買
物
等
、
運
転
者
に
と
っ
て

ず
っ
と
便
利
に
な
る
も
の
と
思
い
ま

よ
o
　
し
か
し
、
駐
車
場
の
収
容
台
数
は

限
ら
れ
て
お
り
、
大
ぜ
い
の
人
達
か

ら
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
つ
ぎ
の

使
用
条
件
を
定
め
ま
し
た
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．
、

市
営
無
料
駐
車
場

の
使
用
条
件

だ
さ
い
。

　
◇
無
人
で
自
由
に
駐
車
で
き
ま
す

が
、
施
設
内
で
の
損
傷
や
盗
難
等
の

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
．

　
◇
料
金
は
無
料
で
す
が
、
な
る
べ

く
、
、
時
間
以
L
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　
◇
車
庫
が
わ
り
の
駐
車
等
、
駐
車

場
の
使
用
条
件
に
違
反
し
た
車
は
、

市
の
交
通
指
導
員
が
随
時
巡
視
し
、

厳
重
に
注
意
し
ま
す
。

駐
車
場
設
置
資
金
貸
付
制
度
の

ご
利
用
を

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
民
間
の
駐

車
場
の
造
成
等
を
推
し
ん
す
る
た
め

駐
車
場
設
置
資
金
の
貸
付
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
二
の
貸
付
金
は
、
造
成
費
用
の
八

予
劣
を
貸
付
対
象
と
し
、
Φ
駐
車
場

を
共
同
施
設
と
し
て
設
置
す
る
場
合

市
営
無
料
駐
車
場

予
定
地
略
図

　
◇
一
般
市
民
の
買
物
等
一
時
的
駐

車
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
す

か
ら
、
工
場
、
事
業
所
等
の
通
勤
車

の
車
庫
が
わ
り
の
駐
車
は
禁
止
さ
れ

ま
す
。

　
◇
大
ぜ
い
の
人
た
ち
の
た
め
の
駐

車
場
で
す
か
ら
、
効
率
的
に
利
用
す

る
た
め
、
通
路
を
ふ
さ
い
だ
り
、
斜

め
駐
車
を
し
な
い
よ
う
心
掛
け
て
く

淳
酒

綬

里

　
　
　
　
↑
・

　
　
　
苓
幅

輌車
η

蒜
†
セ

聴

1
　
5
　
　
1

－
－
－
臼

1計
越
非
綿
喜
賛
壕

　
l　
　
f

　
ー
ノ
　
U
　
f

　
　
　
　
　
　
　
～E

團

鼎岳南口『田

　
　
　
　
本
町
西
線

凧
「

に
は
、
最
高
二
干
万
円
ま
で
。
α
駐

車
場
を
業
と
し
て
設
置
す
る
場
合
に

は
、
最
高
一
毛
万
円
ま
で
。
3
そ
の

他
工
場
、
事
業
所
等
で
従
業
員
の
た

め
の
駐
車
場
と
し
て
設
置
す
る
場
合

に
は
最
高
五
百
万
円
ま
で
貸
付
け
ら

れ
ま
す
。
利
子
は
年
八
％
、
貸
付
期

間
は
q
の
場
合
七
年
、
⑫
、
6
の
場

合
は
．
五
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
貸
付
対
象
は
、
都
市
計
画

区
域
内
に
、
い
ず
れ
も
レ
台
以
上
駐

車
で
き
る
施
設
を
つ
く
る
場
合
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
宣
言
県
民
大
会

中
条
小
が
知
事
表
彰

　
馬
場
さ
ん
も
優
良
運
転
で

　
新
潟
県
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

県
民
の
関
心
を
高
め
、
交
通
事
故
防

止
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
、
七
月
十

日
の
交
通
安
全
県
宣
言
記
念
県
民
大

会
の
席
上
、
交
通
安
全
に
功
績
の
あ

っ
た
交
通
安
全
優
良
校
、
優
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
　
　
㎜

一
最
近
二
輪
車
に
よ
る
事
故
が
多
く
な
笥
て
い
ま
す
、
　
　
　
　
　
　
　
一

り

一
　
こ
れ
は
、
市
内
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
そ
の
傾
向
に
あ
U
よ
す
。
　
一

ヨ

一
県
警
で
は
、
二
輪
車
の
事
故
一
掃
〔
力
を
入
ね
石
い
る
だ
け
で
な
く
特
　
一

ロ

一
に
暴
走
族
の
取
締
り
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
C
い
よ
す
。
な
お
、
、
曳
の
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

コ

丁
は
ど
道
交
法
の
一
部
改
正
で
、
二
輪
車
（
50
㏄
以
ヒ
）
〔
よ
る
へ
串
て
ッ
　
一

ロ

一
ト
の
着
用
を
義
務
づ
け
、
時
速
四
レ
キ
。
ゼ
以
L
の
最
高
速
度
が
定
め
ら
　
一

ロ

一
れ
て
い
る
道
路
で
、
運
転
者
が
へ
牛
ヌ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
、
ま
た
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ

一
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
者
を
乗
せ
て
．
一
輪
車
を
運
転
し
た
場
合
は
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

リ

一
新
た
に
行
政
処
分
の
基
準
点
数
一
点
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ロ

一
　
二
輪
車
に
の
る
場
合
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
所
、
団
体
及
び
優
良
運
転
者
に
対
し

県
知
事
表
彰
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
当
市
関
係
で
は
、
交
通
安
全
優
良

校
に
中
条
小
学
校
（
貝
谷
東
吾
校
長
）
、

優
良
運
転
者
と
し
て
馬
場
文
平
氏
（
市

内
小
泉
）
が
県
知
事
表
彰
を
う
け
ま

し
た
。
中
条
小
学
校
で
は
、
長
期
間

交
通
安
全
学
習
、
交
通
安
全
指
導
を

行
な
い
市
内
各
校
の
模
範
的
実
践
校

で
あ
る
。
さ
ら
に
地
域
全
体
の
交
通

安
全
運
動
の
核
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
中
条
小
学
校
は
、
身
を
守
る
交

通
安
全
を
基
盤
に
、
児
童
が
主
体
的

に
活
動
を
展
開
し
、
特
に
車
輌
通
過

量
調
査
、
ユ
ニ
ー
ク
な
集
会
活
動
な

ど
事
故
防
止
、
交
通
安
全
対
策
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　
優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰
を
う
け

た
馬
場
文
平
氏
は
、
運
転
免
許
取
得

以
来
三
十
七
年
間
無
事
故
無
違
反
。

現
在
、
自
社
の
従
業
員
の
陣
頭
指
揮

に
あ
た
る
ば
か
り
で
な
く
、
県
交
通

モ
ニ
タ
ー
、
県
ダ
ン
プ
協
会
、
市
交

通
安
全
指
導
員
、
市
交
通
安
全
協
会

長
な
ど
を
歴
任
し
　
地
域
の
交
通
安

全
に
献
身
的
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

食
べ
る
前
に
手
洗
い
を

　
夏
の
伝
染
病
を
防
ご
う

　
こ
れ
か
ら
の
梅
雨
あ
け
か
ら
夏
に

か
け
て
、
赤
痢
な
ど
夏
の
伝
染
病
が

発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
お
互
い

に
夏
の
健
康
を
守
る
た
め
に
つ
ぎ
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
赤
痢
の
♪
防
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
で
す
。

　
赤
痢
は
人
の
ヂ
か
ら
ロ
ヘ
と
や
っ

て
き
ま
す
。
用
便
の
あ
と
、
調
理
の

前
、
食
前
、
洗
濯
の
あ
と
、
雑
巾
が

け
の
あ
と
、
外
出
か
ら
帰
っ
た
と
き

な
ど
は
、
必
ず
手
を
洗
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
．
、

　
手
洗
い
は
、
で
き
れ
ば
ク
レ
ゾ
ー

ゆ
水
で
消
毒
す
る
か
逆
性
石
け
ん
な

ど
を
使
用
し
た
あ
と
水
で
洗
う
と
い

う
方
法
が
適
当
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
病
菌
を
ば
い
介
す
る

ハ
エ
、
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
が
大
切
で
す
。
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幼
児
の
交
通
安
全
教
育
を
考
え
る
ー

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
q
2
2
市
民
会
館
で

劣
減
ぐ
る
凄
の
交

螺
動

　
　
　
　
交
通
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
悲
惨
な
交
通
事
故
は
あ
と
を
た
ち
　
　
交
通
問
題
委
員
会
と
共
催
で
、
我
が

ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
の
交
通
安
全
を
考
え
る
交
通
問
題

　
十
日
町
青
年
会
議
所
（
滝
沢
章
次
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
市
民
会
館
で
開
き

会
長
）
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
帯
を
　
　
ま
し
た
。

統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
教
育
問
題
及
　
　
ま
ず
全
員
が
、
映
面
「
母
さ
ん
は
り

び
交
通
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
　
　
ー
ダ
ー
」
鑑
賞
や
講
演
「
ど
ん
な
子
ど

が
、
こ
の
ほ
ど
、
日
本
青
年
会
議
所
　
　
も
が
事
故
に
あ
い
や
す
い
か
」
　
「
小

し

一
　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
去
　
　
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
。
ヘ

ロ

一
　
る
六
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
　
　
き
地
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
。

ロ

一
　
開
か
れ
、
十
議
案
を
原
案
可
決
、
　
　
五
十
年
度
市
一
般
会
計
予
算
の
歳

一

松
川
で
は
、
交
通
安
全
に
ど
う
と
り

く
ん
で
い
る
か
」
等
を
聞
い
た
あ
と

幼
児
交
通
安
全
教
育
を
テ
ー
マ
に
全

体
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
、
交
通
安
全

運
動
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
地
域

住
民
の
連
帯
感
を
た
か
め
な
が
ら
、

地
域
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
運
動
を
実

践
す
る
た
め
の
方
策
を
研
究
i
。

　
特
に
、
宇
留
野
日
大
教
授
は
、
講

演
の
な
か
で
、
事
故
を
起
こ
し
や
す

い
子
ど
も
の
型
と
し
て
、
つ
ぎ
の
七

つ
を
あ
げ
、
半
分
以
上
該
当
す
る
子

自らの体験をとおして講演する

小松川交通安全協会長

飯島　誠氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
危
険
度
が
高
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
気
が
短
か
い
　
二
、
や
る
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
い
　
三
、
叱
ら
れ
た
り
注
意
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
す
ぐ
涙
ぐ
む
　
四
、
呑
気
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
す
ぐ
フ
ク
レ
怒
る
　
六
、
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
す
ぐ
馴
れ
な
い
　
七
、
話
し

じ
ロ
ロ
じ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
　
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
ロ
ユ
し
じ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
ヨ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
コ
ご
じ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
じ
ロ
し
ロ
ロ
ユ
じ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
じ
ご
　
ロ
ロ
ロ
し
　
　
ロ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
予
算
を
可
決
。
工
事
請
負
契
約
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
池
小
赤
倉
分
校
新
築
工
事
）
の
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
結
に
同
意
、

　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　9　　　　　　　　　一　　　　　　　　，　　　　　　　o　　　　　　　冒　　　　　　一　　　　　　一　　　　　甲　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　噂　　一　〇　一
一一

承
認
一
議
案
、

二
議
案
に
同
意
、

一
議
案
を
修
正

で
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
請
願

監
査
委
員
に
福
崎
正
平
氏

　
　
　
　
　
　
　
－
第
二
回
市
議
会
定
例
会
1

・
陳
情
十
五
件

入
歳
出
を
四
千
九
百
八
十
六
万
三

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
四
十
五
億
六
千
八
百
七
十

万
七
千
円
と
す
る
市
一
般
会
計
補

ま
た
監
査
委
員
の

関
口
竹
次
郎
氏
の

任
期
満
了
に
と
も

な
い
新
た
に
福
崎

正
平
氏
を
選
任
す

　
を
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
付
託
し

　
ま
し
た
。

　
　
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
市

一
－
腰
I
l
巳
酢
1
9
0
1
1
1
陰
I
1
9
9
1
0
緬
I
l
l
隆
I
1
9
0
0
1
量
5
1
9
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
9
1
1
1
－
1
－
I
I
I
I
l
I
I
O
l
I
I
I
O
g
l
I
I
I
一
－
一
ー
1
0
1
昼
I
l

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会
委
員

に
富
井
康
則
、
滝
沢
重
治
、
根
津
新

作
の
三
氏
が
推
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　帰　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　，　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　層　　　　一　　　一　　一　　一　一　一
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を
終
り
ま
で
聞
か
ず
行
動
す
る

　
ま
た
、
知
能
と
事
故
と
の
関
係
は

知
能
が
低
い
か
高
い
子
ど
も
が
事
故

頻
発
児
の
傾
向
が
あ
る
と
し
、
後
天

的
な
面
（
知
性
、
知
識
等
）
に
対
す
る

安
全
教
育
の
徹
底
が
よ
り
重
要
で
あ

る
と
結
ん
で
い
ま
し
た
。
小
松
川
交

通
安
全
協
会
長
飯
島
誠
氏
は
、
小
学

校
の
四
年
生
以
上
で
交
通
少
年
団
を

結
成
。
少
年
の
う
ち
か
ら
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
努

力
を
し
て
い
る
と
、
自
分
の
体
験
を

通
し
て
訴
え
て
い
ま
し
た
。

柳
、
山
田
両
君
が
参
加

県
青
年
海
外
派
遣
（
農
民
の
船
）

　
今
日
、
世
界
的
に
食
糧
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
と
き
、

東
北
、
信
越
地
方
の
農
村
青
年
が
一

緒
に
な
っ
て
、
農
業
を
基
礎
と
し
て

国
づ
く
り
に
励
む
隣
邦
中
華
人
民
共

和
国
を
訪
れ
、
中
国
の
政
治
、
経
済

文
化
、
教
育
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
見

聞
を
ひ
ろ
げ
、
郷
土
の
発
展
に
役
立

て
よ
う
と
日
中
友
好
東
北
、
信
越
農

民
の
船
新
潟
県
事
務
局
（
県
民
生
部

青
少
年
福
祉
課
）
を
中
心
に
派
遣
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
十
日
町
市
長
の
推
せ
ん
で
柳
、

山
田
両
君
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
両
君
は
す
で
に
事
前
研
修

を
済
ま
せ
八
月
十
日
中
国
へ
向
け
て

新
潟
港
を
出
発
し
ま
す
。

　
派
遣
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
派
遣
期
間
　
五
十
年
八
月
十
日
～

　
八
月
二
十
五
日
（
十
六
日
）

　
訪
間
先
　
　
中
華
人
民
共
和
国

　
L
海
、
天
津
、
北
京
で
人
民
公
社

等
諸
施
設
状
況
の
見
学
、
中
国
農
村

青
年
、
農
民
と
の
交
流
懇
談
会
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
芸
等
の
相
互
交

流
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
訪
問
の
抱
負

　
　
　
柳
　
敏
博
（
六
箇
山
谷
）

　
今
日
、
国
交
が
回
復
し
、
今
後
次

第
に
交
流
が
深
ま
る
で
あ
ろ
う
中
国

へ
の
関
心
は
、
若
者
な
ら
ば
誰
も
が

抱
い
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
中
国
は
、
農
業
立
国
と
い
う

こ
と
か
ら
、
農
業
を
基
礎
と
す
る
国

の
政
策
の
も
と
で
、
日
夜
働
く
若
い

青
年
達
の
人
生
観
、
喜
び
、
悩
み
、

夢
等
中
国
の
青
年
達
と
の
交
流
や
研

修
の
中
で
、
農
業
に
対
す
る
新
し
い

夢
を
見
い
だ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
中
国
の
農
業
の
実
態

や
そ
れ
に
た
ず
さ
わ
る
人
々
の
心
意

気
を
広
報
事
業
を
通
じ
、
地
域
の
若

者
や
農
家
に
率
直
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
農
政
運
動
に
、
農

民
の
先
頭
に
立
っ
て
少
し
で
も
役
立

ち
た
い
と
田
心
い
ま
す
。

中
国
訪
間
の
抱
負

　
　
山
田
　
栄
（
東
枯
木
又
）

　
日
中
国
交
回
復
以
来
、
中
国
は
、

日
本
に
と
っ
て
も
関
心
の
ま
と
に
な

っ
て
い
る
。

　
農
業
を
例
に
と
る
と
、
中
国
は
、

農
業
を
基
本
と
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
日
本
は
、
工
業
生
産
な
ど
に
依

存
し
、
農
業
は
い
わ
ば
付
属
品
的
な

感
じ
を
受
け
る
の
は
私
一
人
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

　
農
業
と
い
う
と
、
若
者
の
多
く
は
、

「
カ
ッ
コ
悪
い
」
　
「
百
姓
は
嫌
い
」

と
い
っ
て
逃
げ
腰
に
な
る
。
そ
の
証

し
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
　
「
農
家
に

嫁
が
な
い
」
と
い
う
声
を
聞
く
。

　
中
国
の
農
業
は
、
ま
だ
ま
だ
機
械

設
備
等
は
お
く
れ
て
い
る
よ
う
だ
が

農
業
を
基
本
と
し
て
い
る
中
国
の
若

い
男
女
は
、
農
業
を
ど
う
と
ら
え
て

い
る
の
か
、
ど
ん
な
人
生
観
、
世
界

観
を
も
っ
て
い
る
の
か
見
て
く
る
こ

と
は
、
私
の
人
生
に
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

〃
4
瀕

　
柳
敏
博
（
六
箇
山
谷
）

　
昭
和
二
十
六
年
六
箇
山
谷
に
生

ま
れ
、
現
在
二
卜
四
歳
。
水
稲
九

十
♂
、
畑
七
卜
♂
の
農
家
の
長
男
。

　
十
日
町
高
校
卒
後
、
市
農
協
広

報
課
に
勤
務
。
市
柔
道
会
に
所
属

し
、
後
輩
の
指
導
に
あ
た
）
て
い

る
。
柔
道
三
段
。

　
山
田
栄
（
東
枯
木
又
）

　
昭
和
．
一
卜
九
年
東
枯
木
又
に
生

ま
れ
る
。
（
二
十
歳
）
水
稲
七
卜
♂
、

桑
園
一
衿
の
專
裳
農
家
。
興
農
館

高
校
卒
業
後
、
枯
木
又
寿
年
学
級

で
山
間
地
農
業
に
つ
い
て
研
究
、

討
議
。
現
在
、
市
陸
上
競
技
協
会

ヘ
ム
員
。



ヘ
ヤ
略
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集
中
豪
雨
と
は

　
集
中
豪
雨
は
①
狭
い
土
地
に
②
わ

ず
か
の
時
間
内
に
③
多
量
の
雨
が
降

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
集
中
豪
雨
の
予
報
は
、
台
風

の
予
報
よ
り
、
は
る
か
に
む
ず
か
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
い
雨
雲
と
雷
は
集
中
豪
雨
の
前

ぶ
れ
と
も
い
わ
れ
、
集
中
豪
雨
は
、

二
～
三
時
間
位
の
周
期
で
強
弱
が
く

　
　
　
戸
籍
の
話

　
　
　
　
　
戸
籍
の
証
明

集
中
豪
雨
の
備
え

を
万
全
に

　
　
　
災
害
多
発
シ
U
ズ
ン
で
す

（第3種郵便物認可）昭和50年7月10日

　
新
潟
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
「
六
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
は
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
大
雨
が
降
る
恐
れ

が
あ
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
は
、
お
も
に
つ
ゆ
明
け
に
多
く
起
こ
り
、

各
地
に
大
き
な
災
害
（
水
害
、
地
す
べ
り
等
）
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　
市
域
で
も
、
例
年
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
万
全
の
備
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
◎

り
返
さ
れ
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
の
場
合
は
、
水
害
の
ほ

か
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
、
地
す
べ
り
、
土
砂
く
ず
れ

等
で
す
。
豪
雨
の
ピ
；
ク
の
二
～
三

時
間
後
が
土
砂
く
ず
れ
の
ピ
ー
ク
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
雨
が
終
わ
っ
て
も
、
土
砂
く
ず
れ

は
こ
れ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
危
険
を
感
じ
て
、
避
難
す
る
の
に

早
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ゆ
明
け
か
ら
台
風
シ
；
ズ
ン
に

一
〇
戸
籍
の
証
明
は
、
一
般
に
謄
本
か
抄
本
を
利
用
し
て
な
さ
れ
ま
す
。

　
　
「
謄
本
」
は
、
戸
籍
の
全
部
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
、
家
族
を
ま
と

　
め
て
証
明
す
る
場
合
な
ど
に
使
い
ま
す
。
「
抄
本
」
は
戸
籍
の
必
要
な
部
分

・
だ
け
を
写
し
た
も
の
で
、
一
人
だ
け
証
明
す
る
場
合
に
利
用
し
ま
す
。

　
　
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
を
請
求
す
る
に
は
、
本
籍
と
筆
頭
者
が
わ
か
ら
な

…
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
本
籍
と
は
、
戸
籍
の
あ
る
と
こ
ろ
（
町
名
地
番
で
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
）

ロ
筆
頭
者
と
は
、
戸
籍
の
最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
を
い
い
ま
す
。

　
　
自
分
の
戸
籍
の
本
籍
、
筆
頭
者
は
、
は
っ
き
り
お
ぼ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

か
け
て
、
雨
の
降
り
方
に
お
互
い
が

十
分
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

　
雨
の
降
り
方
と
災
害
の
関
係
は
つ

ぎ
の
と
お
り
。

降り方 1時問雨量 日　雨量 災害との関係

微雨 1㎜未満 5㎜未満
一

小雨 1～5襯 5～20㎜ 一
並雨 5～10㎜ 20～50㎜

・般的には被害はないが

1日以h続くと被害が出
ることがある

大雨 10～20胤 50～100㎜
6～12時問続けば被害が
昂はしめる

豪雨 20㎜以上 100㎜以上
1～3H、乍間以L続けば被害
が出はしめ、3時間以Lに
なれば被害が大きくなる

雨
の
降
り
方
と

・
簾
蕎
戯
関
孫

　
　
災
害
の
連
絡
は

　
異
状
な
現
象
を
発
見
し
た
と
き
㎜

…
は
、
消
防
団
員
、
市
政
事
務
嘱
託
㎜

…
員
、
消
防
署
な
ど
に
急
報
し
て
く
…

…
だ
さ
い
。

　
災
害
の
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
…

…
所
総
務
課
（
魯
七
－
三
二
一
番
…

㎜
内
線
二
二
四
）
へ
。

雨
の
降
り
方
で
雨
量
を

推
計
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
（
『
時
間
雨
量
）

　
◇
五
～
十
請
…
雨
が
ト
タ
ン
屋
根

を
打
つ
音
が
聞
こ
え
、
あ
ち
こ
ち
に

水
た
ま
り
が
で
き
る
。

　
◇
十
～
二
十
ミ
リ
…
地
面
一
面
に
水

た
ま
り
が
で
き
、
雨
の
音
で
話
し
も

よ
く
聞
こ
え
な
い

　
◇
二
十
～
三
十
デ
…
ど
し
ゃ
降
り

の
状
態
で
下
水
が
あ
ふ
れ
出
し
、
小

さ
な
川
は
は
ん
ら
ん
す
る

　
◇
三
十
ド
以
上
…
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
か
え
し
た
よ
う
な
降
り
方

幼
児
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
例
年
夏
期
を
迎
え
る
と
、
幼
児
を

中
心
に
水
の
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
が

多
く
な
り
ま
す
。
昨
年
夏
期
（
六
月

～
八
月
）
に
水
の
事
故
で
死
亡
し
た

人
は
、
全
国
で
行
方
不
明
者
を
含
め

て
千
五
百
八
十
五
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
半
数
近
く
に
あ
た
る

六
百
九
十
人
ま
で
は
、
中
学
生
以
下

の
こ
ど
も
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
の
水
死
者
の
約
六

十
％
が
一
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
幼
児

で
す
。

　
夏
期
に
特
に
多
い
幼
児
や
小
学
生

達
の
水
遊
び
、
魚
と
り
な
ど
に
よ
る

事
故
を
な
く
す
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
▽
幼
児
な
ど
が
水
遊
び
や
魚
と
り

に
行
く
と
き
は
、
保
護
者
や
信
頼
で

き
る
お
と
な
が
必
ず
同
行
し
、
現
場

で
も
こ
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
危
険

な
場
所
へ
は
決
し
て
近
づ
け
な
い
。

　
▽
お
と
な
の
方
も
、
現
場
で
、
こ

ど
も
が
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る
の

を
見
か
け
た
と
き
は
、
進
ん
で
ひ
と

声
か
け
て
や
め
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
▽
近
く
に
危
険
な
場
所
が
あ
る
と

き
は
、
隣
近
所
が
相
談
し
て
、
早
く

サ
ク
や
フ
タ
な
ど
を
と
り
つ
け
る
よ

う
に
す
る
。

　
▽
幼
児
の
遊
び
友
だ
ち
の
母
親
と

は
す
ぐ
に
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
し

て
お
く
。

　
▽
家
の
周
囲
の
危
険
個
所
の
点
検

を
行
な
い
、
幼
児
が
危
険
な
場
所
に

近
づ
か
な
い
、
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ

う
家
庭
の
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
。
フ
ー
ル
は

15

日
開
場

　
水
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
市
教
委
で

は
、
市
民
プ
ー
ル
を
七
目
十
五
日
か

ら
開
場
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
場
期
間
　
七
月
十
五
日
～
八
月

三
十
一
日
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で
（
日
曜
の
み
午
後
七

時
ま
で
）

　
入
場
料
　
大
人
一
回
三
十
円
、
高

校
生
一
回
二
十
円
、
子
供
一
回
十
円

　
そ
の
他

　
酒
気
お
び
の
人
　
皮
膚
病
そ
の
他

伝
染
疾
患
者
、
保
護
者
の
伴
わ
な
い

小
学
生
以
下
の
利
用
を
お
断
わ
り
し

ま
す
。
な
お
、
水
に
入
る
前
は
、
必

ず
準
備
運
動
を
。

電
柱
に
の
ぼ
ら
な
い
で

　
こ
ど
も
た
ち
は
、
小
鳥
の
巣
や
か

ぶ
と
虫
捕
り
な
ど
楽
し
い
遊
び
の
ひ

と
つ
で
す
。
し
か
し
、
電
柱
は
感
電

等
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
柱

に
は
絶
対
の
ぼ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
）
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㊤シンポジウム社会教育への提言
　　講演する佐野織組生産振興部長

㊦熱心に聞き入る参加者

血
の
通
っ
た
連
帯
感
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
・
市
社
会
教
育
大
会

　
“
日
頃
の
実
践
を
持
ち
よ
り
、
お
互
　
　
六
月
二
十
二
日
、

い
の
交
流
を
通
じ
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
方
向
を
考
え
あ
お
う
”
と
去
る

ロ

…
“
愛
の
協
力
募
金
に
ご
協
力
を
”

『

…
　
　
　
三
輪
孝
義
（
保
護
司
会
＋
日
町
分
会
）

ロ

一
　
第
二
十
五
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
　
ぞ
れ
の
関
係
者
に
呼
び
か
け

コ

一
運
動
」
が
七
月
い
っ
ば
い
全
国
的
に
展
　
う
心
と
心
が
非
行
を
防
ぐ
」

ロ

・
開
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
に
、

一

　
　
　
　
　
　
　
市
民
会
館
で
郡
市

社
会
教
育
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
横
山
宏
氏
、
丸
山
新
七
氏
、

佐
野
良
吉
氏
が
あ
た
り
、
分
科
会
で

は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
人
達
か
ら
現
況
（
実
情
）
発
表

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
郡
市
内
の
社
会
教
育
、

公
民
館
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
の
関

係
者
一
同
が
集
ま
り
、
空
席
ひ
と
つ

残
さ
れ
て
い
な
い
会
場
で
熱
心
に
討

論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

H
分
科
会
で
発
表
（
本
市
関
係
の
み
）

　
小
泉
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
現
況
…

㌦
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－
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ

　
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
、
罪
を
犯

　
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

　
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

　
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

　
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
　
新
潟
県
で
は
、
毎
日
の
新
聞
か
ら
犯

　
罪
の
記
事
が
な
く
な
り
、
明
る
い
住
み

　
よ
い
新
潟
県
を
建
設
し
よ
う
と
、
そ
れ

一一願馳一一一一〇一一一一一，一一一願昂一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
助
け
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
標
語
の

　
　
　
慈
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ

と
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
十
日
町
保
護
司
会
で
は
、
近

年
急
激
な
変
動
、
社
会
情
勢
の
中
で
青

少
年
の
非
行
は
、
低
年
齢
少
年
を
中
心

に
増
加
の
兆
し
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
防
止
と
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
す
べ
て
の
連
帯
意
識
を

基
盤
と
し
た
青
少
年
の
非
行
防
止
こ
そ

肝
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
の
重
点
目
標
も
こ
こ
に
お
き

私
た
ち
も
意
を
傾
注
し
て
日
夜
諸
活
動

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
手
薄
な
保
護
司
の

補
導
援
護
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
関

係
の
あ
る
機
関
、
団
体
は
も
と
よ
り
一

般
の
皆
様
方
か
ら
も
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
に
ご
理
解
と
関
心
を
も
た
れ

ま
し
て
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
の
成
果
が

期
さ
れ
る
よ
う
切
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
な
お
、
七
月
の
運
動
期
問
中
に
愛
の

協
力
募
金
（
封
筒
募
金
）
が
例
年
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
併
せ
て
特
段

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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岩
田
寅
二
郎
　
我
が
南
中
由
字
校
の
P

T
A
活
動
…
斉
木
実
　
東
小
学
校
P

T
A
活
動
の
現
況
…
佐
藤
栄
作
　
水

沢
婦
人
会
活
動
の
現
況
…
市
村
ミ
ツ

イ
　
私
達
の
東
下
組
婦
人
学
級
…
永

落
ヨ
リ
ノ
　
母
と
子
、
北
越
保
育
園

母
の
会
活
動
…
中
村
か
を
る
　
枯
木

又
青
年
会
の
実
情
…
山
田
栄
　
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
…
杉
本
三
郎

　
高
山
分
館
活
動
に
つ
い
て
…
高
橋

義
明
　
水
沢
地
区
の
体
育
活
動
…
上

村
誠
作
　
赤
倉
か
ぐ
ら
保
存
会
の
活

動
と
後
継
者
養
成
…
庭
野
六
郎

南
新
田
町
住
宅
団
地
を
分
譲

　
十
日
町
地
域
土
地
開
発
公
社
（
市

開
発
課
）
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
南

新
田
町
地
内
の
宅
地
を
分
譲
し
ま
す
。

　
宅
地
内
容
…
…
六
屑
道
路
舗
装
・

　
　
側
溝
完
備
’
水
道
（
各
戸
給
水

　
　
管
付
）
・
電
力
、
電
話
取
付
可

　
　
能
等

　
募
集
区
画
…
…
八
区
画

　
一
区
画
面
積
…
…
二
百
三
十
二
・

　
　
一
〇
平
方
后
～
二
百
四
十
六
・

　
　
九
〇
平
方
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
分
譲
価
格
…
…
一
平
方
層
一
万
三

　
　
千
七
百
円
（
約
三
百
十
七
万
九

　
　
千
七
百
七
十
円
～
三
百
三
十
八

　
　
万
二
千
五
百
三
十
円
）

　
応
募
資
格
…
…
住
宅
に
困
窮
し
て

　
　
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
・
二

　
　
人
以
上
の
家
族
構
成
で
自
ら
居

　
　
住
す
る
住
宅
を
建
設
す
る
者
・

日
本
児
童
家
庭
文
化
協

会
が
三
十
万
円
を
寄
付

　
日
本
児
童
家
庭
文
化
協
会
（
金
子

幸
造
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
水
前
寺

清
子
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

去
る
六
月
二
十
七
日
、
春
日
市
長
に

「
十
日
町
公
園
建
設
資
金
及
び
体
育

施
設
の
整
備
、
社
会
福
祉
事
業
に
役

立
て
て
欲
し
い
」
と
三
卜
万
円
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
ま
で
に
住
宅
を

　
建
設
す
る
者
・
年
間
総
所
得
三

　
百
万
円
以
下
の
市
民

申
込
期
限
…
…
七
月
三
十
一
日

申
込
方
法
…
…
一
区
画
二
人
以
上

　
申
し
込
み
の
あ
る
場
合
は
抽
せ

　
ん
。
そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
市

　
開
発
課
（
魯
七
ー
三
二
一
番
）

　
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
奨
学
生
補
充
募
集

　
昭
和
五
十
年
度
市
奨
学
金
貸
与
希

望
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
…
…
市
内
に
三
年
以
L

　
　
居
住
し
て
い
る
世
帯
の
子
弟
で

　
　
学
業
成
績
が
優
秀
か
つ
経
済
的

　
　
な
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
弁
が

　
　
困
難
な
高
等
学
校
及
び
高
等
専

　
　
門
　
子
校
に
在
学
中
の
者

　
貸
与
額
…
…
月
額
三
千
円

　
募
集
人
員
…
…
五
名

　
募
集
締
切
…
…
七
月
二
十
六
日

　
出
願
時
必
要
書
類
…
…
奨
学
金
貸

　
　
与
願
書
・
在
学
校
校
長
推
せ
ん

　
　
書
・
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票
謄

　
　
本
・
医
師
の
身
体
検
査
書
・
前

　
　
年
度
所
得
証
明
書

　
申
込
先
…
…
市
教
育
委
員
会
又
は

　
　
各
高
等
学
校

欝
讐
胴
鰹
蔽

論
講
鍵

妬
　
悲
惨
な
交
通
事
故
。
特
に
去
る
緯

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

瑠
早
昔
、
姉
妹
の
登
校
沖
㌶

鵜
交
通
事
故
は
各
方
面
に
大
き
な
反
直

識
響
を
よ
琴
後
の
事
故
纏
の
菰

欝
霧
撮

辮
縫
講
灘
識

讐
溢
難
講
護
麗

鶴

を
尊
重
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役

立
て
た
い
。
」
と
し
、
市
民
に
二
度
．

と
悲
し
い
事
故
の
起
き
な
い
よ
う

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
納
期
は
本
年
十
二
月
末
日
ま
で

　
国
民
年
金
の
特
例
納
付

　
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
か
ら
も

う
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
－
…
み
な

さ
ん
の
中
に
こ
ん
な
あ
き
ら
め
の
早

い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
期
限

か
ら
二
年
過
ぎ
る
と
時
効
で
納
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
長
期
間
滞

納
し
て
い
る
人
の
中
に
は
こ
の
よ
う

な
人
が
で
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
特
例

納
付
（
保
険
料
一
か
月
九
百
円
）
を

す
る
こ
と
で
失
い
か
け
た
受
給
権
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
市
民
課
国
民
年
金
係

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
．
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集
中
豪
雨
と
は

　
集
中
豪
雨
は
①
狭
い
土
地
に
②
わ

ず
か
の
時
間
内
に
③
多
量
の
雨
が
降

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
集
中
豪
雨
の
予
報
は
、
台
風

の
予
報
よ
り
、
は
る
か
に
む
ず
か
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
い
雨
雲
と
雷
は
集
中
豪
雨
の
前

ぶ
れ
と
も
い
わ
れ
、
集
中
豪
雨
は
、

二
～
三
時
間
位
の
周
期
で
強
弱
が
く

　
　
　
戸
籍
の
話

　
　
　
　
　
戸
籍
の
証
明

集
中
豪
雨
の
備
え

を
万
全
に

　
　
　
災
害
多
発
シ
U
ズ
ン
で
す

（第3種郵便物認可）昭和50年7月10日

　
新
潟
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
「
六
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
は
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
大
雨
が
降
る
恐
れ

が
あ
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
は
、
お
も
に
つ
ゆ
明
け
に
多
く
起
こ
り
、

各
地
に
大
き
な
災
害
（
水
害
、
地
す
べ
り
等
）
を
も
た

ら
し
ま
す
。

　
市
域
で
も
、
例
年
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
万
全
の
備
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
◎

り
返
さ
れ
ま
す
。

　
集
中
豪
雨
の
場
合
は
、
水
害
の
ほ

か
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
は
、
地
す
べ
り
、
土
砂
く
ず
れ

等
で
す
。
豪
雨
の
ピ
；
ク
の
二
～
三

時
間
後
が
土
砂
く
ず
れ
の
ピ
ー
ク
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
雨
が
終
わ
っ
て
も
、
土
砂
く
ず
れ

は
こ
れ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
危
険
を
感
じ
て
、
避
難
す
る
の
に

早
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ゆ
明
け
か
ら
台
風
シ
；
ズ
ン
に

一
〇
戸
籍
の
証
明
は
、
一
般
に
謄
本
か
抄
本
を
利
用
し
て
な
さ
れ
ま
す
。

　
　
「
謄
本
」
は
、
戸
籍
の
全
部
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
、
家
族
を
ま
と

　
め
て
証
明
す
る
場
合
な
ど
に
使
い
ま
す
。
「
抄
本
」
は
戸
籍
の
必
要
な
部
分

・
だ
け
を
写
し
た
も
の
で
、
一
人
だ
け
証
明
す
る
場
合
に
利
用
し
ま
す
。

　
　
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
を
請
求
す
る
に
は
、
本
籍
と
筆
頭
者
が
わ
か
ら
な

…
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
本
籍
と
は
、
戸
籍
の
あ
る
と
こ
ろ
（
町
名
地
番
で
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
）

ロ
筆
頭
者
と
は
、
戸
籍
の
最
初
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
を
い
い
ま
す
。

　
　
自
分
の
戸
籍
の
本
籍
、
筆
頭
者
は
、
は
っ
き
り
お
ぼ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

か
け
て
、
雨
の
降
り
方
に
お
互
い
が

十
分
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

　
雨
の
降
り
方
と
災
害
の
関
係
は
つ

ぎ
の
と
お
り
。

降り方 1時問雨量 日　雨量 災害との関係

微雨 1㎜未満 5㎜未満
一

小雨 1～5襯 5～20㎜ 一
並雨 5～10㎜ 20～50㎜

・般的には被害はないが

1日以h続くと被害が出
ることがある

大雨 10～20胤 50～100㎜
6～12時問続けば被害が
昂はしめる

豪雨 20㎜以上 100㎜以上
1～3H、乍間以L続けば被害
が出はしめ、3時間以Lに
なれば被害が大きくなる

雨
の
降
り
方
と

・
簾
蕎
戯
関
孫

　
　
災
害
の
連
絡
は

　
異
状
な
現
象
を
発
見
し
た
と
き
㎜

…
は
、
消
防
団
員
、
市
政
事
務
嘱
託
㎜

…
員
、
消
防
署
な
ど
に
急
報
し
て
く
…

…
だ
さ
い
。

　
災
害
の
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
…

…
所
総
務
課
（
魯
七
－
三
二
一
番
…

㎜
内
線
二
二
四
）
へ
。

雨
の
降
り
方
で
雨
量
を

推
計
す
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
（
『
時
間
雨
量
）

　
◇
五
～
十
請
…
雨
が
ト
タ
ン
屋
根

を
打
つ
音
が
聞
こ
え
、
あ
ち
こ
ち
に

水
た
ま
り
が
で
き
る
。

　
◇
十
～
二
十
ミ
リ
…
地
面
一
面
に
水

た
ま
り
が
で
き
、
雨
の
音
で
話
し
も

よ
く
聞
こ
え
な
い

　
◇
二
十
～
三
十
デ
…
ど
し
ゃ
降
り

の
状
態
で
下
水
が
あ
ふ
れ
出
し
、
小

さ
な
川
は
は
ん
ら
ん
す
る

　
◇
三
十
ド
以
上
…
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ

く
り
か
え
し
た
よ
う
な
降
り
方

幼
児
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
例
年
夏
期
を
迎
え
る
と
、
幼
児
を

中
心
に
水
の
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
が

多
く
な
り
ま
す
。
昨
年
夏
期
（
六
月

～
八
月
）
に
水
の
事
故
で
死
亡
し
た

人
は
、
全
国
で
行
方
不
明
者
を
含
め

て
千
五
百
八
十
五
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
半
数
近
く
に
あ
た
る

六
百
九
十
人
ま
で
は
、
中
学
生
以
下

の
こ
ど
も
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
の
水
死
者
の
約
六

十
％
が
一
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
幼
児

で
す
。

　
夏
期
に
特
に
多
い
幼
児
や
小
学
生

達
の
水
遊
び
、
魚
と
り
な
ど
に
よ
る

事
故
を
な
く
す
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
▽
幼
児
な
ど
が
水
遊
び
や
魚
と
り

に
行
く
と
き
は
、
保
護
者
や
信
頼
で

き
る
お
と
な
が
必
ず
同
行
し
、
現
場

で
も
こ
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
危
険

な
場
所
へ
は
決
し
て
近
づ
け
な
い
。

　
▽
お
と
な
の
方
も
、
現
場
で
、
こ

ど
も
が
危
険
な
遊
び
を
し
て
い
る
の

を
見
か
け
た
と
き
は
、
進
ん
で
ひ
と

声
か
け
て
や
め
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
▽
近
く
に
危
険
な
場
所
が
あ
る
と

き
は
、
隣
近
所
が
相
談
し
て
、
早
く

サ
ク
や
フ
タ
な
ど
を
と
り
つ
け
る
よ

う
に
す
る
。

　
▽
幼
児
の
遊
び
友
だ
ち
の
母
親
と

は
す
ぐ
に
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
し

て
お
く
。

　
▽
家
の
周
囲
の
危
険
個
所
の
点
検

を
行
な
い
、
幼
児
が
危
険
な
場
所
に

近
づ
か
な
い
、
近
づ
け
さ
せ
な
い
よ

う
家
庭
の
監
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
。
フ
ー
ル
は

15

日
開
場

　
水
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
市
教
委
で

は
、
市
民
プ
ー
ル
を
七
目
十
五
日
か

ら
開
場
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
開
場
期
間
　
七
月
十
五
日
～
八
月

三
十
一
日
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で
（
日
曜
の
み
午
後
七

時
ま
で
）

　
入
場
料
　
大
人
一
回
三
十
円
、
高

校
生
一
回
二
十
円
、
子
供
一
回
十
円

　
そ
の
他

　
酒
気
お
び
の
人
　
皮
膚
病
そ
の
他

伝
染
疾
患
者
、
保
護
者
の
伴
わ
な
い

小
学
生
以
下
の
利
用
を
お
断
わ
り
し

ま
す
。
な
お
、
水
に
入
る
前
は
、
必

ず
準
備
運
動
を
。

電
柱
に
の
ぼ
ら
な
い
で

　
こ
ど
も
た
ち
は
、
小
鳥
の
巣
や
か

ぶ
と
虫
捕
り
な
ど
楽
し
い
遊
び
の
ひ

と
つ
で
す
。
し
か
し
、
電
柱
は
感
電

等
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
柱

に
は
絶
対
の
ぼ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
（
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
）
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㊤シンポジウム社会教育への提言
　　講演する佐野織組生産振興部長

㊦熱心に聞き入る参加者

血
の
通
っ
た
連
帯
感
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
・
市
社
会
教
育
大
会

　
“
日
頃
の
実
践
を
持
ち
よ
り
、
お
互
　
　
六
月
二
十
二
日
、

い
の
交
流
を
通
じ
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
方
向
を
考
え
あ
お
う
”
と
去
る

ロ

…
“
愛
の
協
力
募
金
に
ご
協
力
を
”

『

…
　
　
　
三
輪
孝
義
（
保
護
司
会
＋
日
町
分
会
）

ロ

一
　
第
二
十
五
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
　
ぞ
れ
の
関
係
者
に
呼
び
か
け

コ

一
運
動
」
が
七
月
い
っ
ば
い
全
国
的
に
展
　
う
心
と
心
が
非
行
を
防
ぐ
」

ロ

・
開
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
に
、

一

　
　
　
　
　
　
　
市
民
会
館
で
郡
市

社
会
教
育
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
横
山
宏
氏
、
丸
山
新
七
氏
、

佐
野
良
吉
氏
が
あ
た
り
、
分
科
会
で

は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
人
達
か
ら
現
況
（
実
情
）
発
表

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
郡
市
内
の
社
会
教
育
、

公
民
館
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
の
関

係
者
一
同
が
集
ま
り
、
空
席
ひ
と
つ

残
さ
れ
て
い
な
い
会
場
で
熱
心
に
討

論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

H
分
科
会
で
発
表
（
本
市
関
係
の
み
）

　
小
泉
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
現
況
…

㌦
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－
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ

　
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
、
罪
を
犯

　
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

　
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

　
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

　
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
　
新
潟
県
で
は
、
毎
日
の
新
聞
か
ら
犯

　
罪
の
記
事
が
な
く
な
り
、
明
る
い
住
み

　
よ
い
新
潟
県
を
建
設
し
よ
う
と
、
そ
れ

一一願馳一一一一〇一一一一一，一一一願昂一一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
助
け
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
標
語
の

　
　
　
慈
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ

と
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
十
日
町
保
護
司
会
で
は
、
近

年
急
激
な
変
動
、
社
会
情
勢
の
中
で
青

少
年
の
非
行
は
、
低
年
齢
少
年
を
中
心

に
増
加
の
兆
し
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
防
止
と
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
す
べ
て
の
連
帯
意
識
を

基
盤
と
し
た
青
少
年
の
非
行
防
止
こ
そ

肝
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
本
年
度
の
重
点
目
標
も
こ
こ
に
お
き

私
た
ち
も
意
を
傾
注
し
て
日
夜
諸
活
動

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
手
薄
な
保
護
司
の

補
導
援
護
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
関

係
の
あ
る
機
関
、
団
体
は
も
と
よ
り
一

般
の
皆
様
方
か
ら
も
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
に
ご
理
解
と
関
心
を
も
た
れ

ま
し
て
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
の
成
果
が

期
さ
れ
る
よ
う
切
に
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
な
お
、
七
月
の
運
動
期
問
中
に
愛
の

協
力
募
金
（
封
筒
募
金
）
が
例
年
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
併
せ
て
特
段

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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1
6
1
1
1
9
1
0
馨
ー
I
I
臨
，
1
岨
－
陰
－
騨
－
畳
，
1
9
腰
I
I
o
o
，
『
I
l
I
，
I
I
I
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一

岩
田
寅
二
郎
　
我
が
南
中
由
字
校
の
P

T
A
活
動
…
斉
木
実
　
東
小
学
校
P

T
A
活
動
の
現
況
…
佐
藤
栄
作
　
水

沢
婦
人
会
活
動
の
現
況
…
市
村
ミ
ツ

イ
　
私
達
の
東
下
組
婦
人
学
級
…
永

落
ヨ
リ
ノ
　
母
と
子
、
北
越
保
育
園

母
の
会
活
動
…
中
村
か
を
る
　
枯
木

又
青
年
会
の
実
情
…
山
田
栄
　
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
…
杉
本
三
郎

　
高
山
分
館
活
動
に
つ
い
て
…
高
橋

義
明
　
水
沢
地
区
の
体
育
活
動
…
上

村
誠
作
　
赤
倉
か
ぐ
ら
保
存
会
の
活

動
と
後
継
者
養
成
…
庭
野
六
郎

南
新
田
町
住
宅
団
地
を
分
譲

　
十
日
町
地
域
土
地
開
発
公
社
（
市

開
発
課
）
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
南

新
田
町
地
内
の
宅
地
を
分
譲
し
ま
す
。

　
宅
地
内
容
…
…
六
屑
道
路
舗
装
・

　
　
側
溝
完
備
’
水
道
（
各
戸
給
水

　
　
管
付
）
・
電
力
、
電
話
取
付
可

　
　
能
等

　
募
集
区
画
…
…
八
区
画

　
一
区
画
面
積
…
…
二
百
三
十
二
・

　
　
一
〇
平
方
后
～
二
百
四
十
六
・

　
　
九
〇
平
方
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
分
譲
価
格
…
…
一
平
方
層
一
万
三

　
　
千
七
百
円
（
約
三
百
十
七
万
九

　
　
千
七
百
七
十
円
～
三
百
三
十
八

　
　
万
二
千
五
百
三
十
円
）

　
応
募
資
格
…
…
住
宅
に
困
窮
し
て

　
　
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
・
二

　
　
人
以
上
の
家
族
構
成
で
自
ら
居

　
　
住
す
る
住
宅
を
建
設
す
る
者
・

日
本
児
童
家
庭
文
化
協

会
が
三
十
万
円
を
寄
付

　
日
本
児
童
家
庭
文
化
協
会
（
金
子

幸
造
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
水
前
寺

清
子
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

去
る
六
月
二
十
七
日
、
春
日
市
長
に

「
十
日
町
公
園
建
設
資
金
及
び
体
育

施
設
の
整
備
、
社
会
福
祉
事
業
に
役

立
て
て
欲
し
い
」
と
三
卜
万
円
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
ま
で
に
住
宅
を

　
建
設
す
る
者
・
年
間
総
所
得
三

　
百
万
円
以
下
の
市
民

申
込
期
限
…
…
七
月
三
十
一
日

申
込
方
法
…
…
一
区
画
二
人
以
上

　
申
し
込
み
の
あ
る
場
合
は
抽
せ

　
ん
。
そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
市

　
開
発
課
（
魯
七
ー
三
二
一
番
）

　
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

市
奨
学
生
補
充
募
集

　
昭
和
五
十
年
度
市
奨
学
金
貸
与
希

望
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
…
…
市
内
に
三
年
以
L

　
　
居
住
し
て
い
る
世
帯
の
子
弟
で

　
　
学
業
成
績
が
優
秀
か
つ
経
済
的

　
　
な
理
由
に
よ
り
学
資
の
支
弁
が

　
　
困
難
な
高
等
学
校
及
び
高
等
専

　
　
門
　
子
校
に
在
学
中
の
者

　
貸
与
額
…
…
月
額
三
千
円

　
募
集
人
員
…
…
五
名

　
募
集
締
切
…
…
七
月
二
十
六
日

　
出
願
時
必
要
書
類
…
…
奨
学
金
貸

　
　
与
願
書
・
在
学
校
校
長
推
せ
ん

　
　
書
・
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票
謄

　
　
本
・
医
師
の
身
体
検
査
書
・
前

　
　
年
度
所
得
証
明
書

　
申
込
先
…
…
市
教
育
委
員
会
又
は

　
　
各
高
等
学
校

欝
讐
胴
鰹
蔽

論
講
鍵

妬
　
悲
惨
な
交
通
事
故
。
特
に
去
る
緯

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

瑠
早
昔
、
姉
妹
の
登
校
沖
㌶

鵜
交
通
事
故
は
各
方
面
に
大
き
な
反
直

識
響
を
よ
琴
後
の
事
故
纏
の
菰

欝
霧
撮

辮
縫
講
灘
識

讐
溢
難
講
護
麗

鶴

を
尊
重
し
、
社
会
福
祉
事
業
に
役

立
て
た
い
。
」
と
し
、
市
民
に
二
度
．

と
悲
し
い
事
故
の
起
き
な
い
よ
う

注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
納
期
は
本
年
十
二
月
末
日
ま
で

　
国
民
年
金
の
特
例
納
付

　
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
か
ら
も

う
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い
－
…
み
な

さ
ん
の
中
に
こ
ん
な
あ
き
ら
め
の
早

い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
期
限

か
ら
二
年
過
ぎ
る
と
時
効
で
納
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
長
期
間
滞

納
し
て
い
る
人
の
中
に
は
こ
の
よ
う

な
人
が
で
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
特
例

納
付
（
保
険
料
一
か
月
九
百
円
）
を

す
る
こ
と
で
失
い
か
け
た
受
給
権
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
市
民
課
国
民
年
金
係

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
．
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新
潟
県
統
計
標
語
の
募
集

　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
に

対
す
る
統
計
思
想
の
普
及
向
上
を
は

か
る
た
め
統
計
に
関
す
る
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

　
応
募
上
の
注
意

　
　
・
官
製
は
が
き
一
枚
に
一
標
語

　
　
・
一
標
語
二
予
字
以
内
と
し
、

　
　
自
作
未
発
表
の
も
の

ガし

こ
い
消
響
⑭

も
電
気
冷
蔵
庫

　
　
　
機
種
に
よ
っ
て
維
持
費
が

　
ジ

　
　
　
ち
か
・
つ

　
　
　
直
冷
式
ー
霜
が
つ
く
の
が

　
　
　
欠
点
で
す
が
、
消
費
電
力
が

　
e

　
　
　
少
な
い
。

　
　
　
閥
接
式
－
冷
却
器
で
冷
さ

　
　
　
れ
た
空
気
を
循
環
さ
せ
る
の
　
　
イ

　
　
　
冷
気
の
流
れ
を
考
え
て
ゆ
っ

色
　
　
　
た
り
入
れ
、
あ
つ
い
も
の
は

　
　
　
必
ず
さ
ま
し
て
か
ら
。

　
　
　
大
き
さ
の
目
や
す
は
大
体

　
　
　
一
人
あ
た
り
三
十
鍔
。

⇔
　
　
　
O
過
信
し
な
い
で

　
　
　
夏
冬
で
差
は
あ
り
ま
す
が

　
　
　
保
存
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
腐
敗
に
注
意
を
。

謬
〃
薩
縄
慾

つ
つ
が
虫
病
に
注
意

　
市
内
で
つ
つ
が
虫
病
患
者
（
二
名
）

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
信
濃

川
十
日
町
橋
下
流
付
近
と
川
治
川
池

之
平
付
近
で
感
染
し
た
疑
い
が
も
た

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
山
や

川
に
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
特
に
こ
の
付
近
の
立
入
り
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
寄
付
金

　
▽
十
日
町
砂
利
合
資
会
社
…
…
ダ

ン
プ
一
台
分
の
砂
（
児
童
遊
園
地
砂

場
へ
）
　
▽
滝
沢
　
明
（
本
町
二
）

…
…
五
千
円
　
▽
匿
名
…
：
二
千
円

▽
西
川
治
郎
（
四
日
町
二
）
－
…
十

餐惣娼1撞塗舗

　
・
応
募
は
が
き
に
は
、
住
所
、

　
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業

　
　
を
必
ず
明
記
の
こ
と

応
募
締
切
日

　
昭
和
、
丘
卜
年
九
月
五
日

送
り
先
　
（
〒
九
五
、
）
新
潟
市
学

　
校
町
通
一
番
町
六
〇
．
、
新
潟

　
県
企
画
調
整
部
統
計
課
内
新
潟

　
県
統
計
協
会
標
語
募
集
係

　
7
月
の
休
日
救
急
医

　
1
3
日
池
田
医
院
辰
町
醜

　
　
　
　
　
　
奮
2
の
2
5
8
1
番

　
2
0
日
山
口
医
院
襲
喉
中

　
　
　
　
　
　
魯
り
あ
2
1
7
4
番

　
2
7
日
富
田
医
院
細
釧
町

　
　
　
　
　
　
費
2
の
3
2
6
9
番

万
円
澄
香
典
返
し
）
　
▽
大
淵
和
久

（
L
新
田
）
…
…
五
万
円
（
香
典
返

し
）
　
▽
中
島
正
栄
（
新
座
第
四
）

…
…
二
万
円
（
香
典
返
し
）
　
▽
岩

田
敏
夫
へ
中
条
旭
町
）
－
…
売
、
万
円

飲
酒
運
転
は
し
な
い
よ
う
に

　
酒
酔
い
運
転
違
反
者

増
田
明
弘
（
市
内
寅
甲
一
．
、
づ
ー
、
）

近
藤
徳
松
（
市
内
下
条
一
r
目
六
六
〇
）

L
原
富
治
（
市
内
四
日
町
）

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
警
察
署
）

犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い

　
最
近
犬
に
つ
い
て
の
苦
情
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
犬
の
飼
い
主
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
◇
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い

　
◇
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

（
年
二
回
）
を
受
け
る

　　　（昭和49年度事業の概要）

　昭和49年度における主な事業は、学校町送水

管布設工事延長1，414㍍、及びこれに伴う加圧ポ

ンプ室設置工事を実施しました。

　配水管布設工事につきましては、四日町第一

地区に370㍍を布設し、また西田川橋配水管橋梁

添架工事を実施しました。

　道路改良に伴う配水管布設替工事につきまし

ては、昭和町及び寿町をはじめ、国道117号線改

良による田川橋配水管架替工事を実施しました。

　消火栓新設工事につきましては、千代田町、高

山、消防庁舎にそれぞれ新設いたしました。

　開発事業及び調査につきましては、増加する

水の需要に対処するため第五水源の開発調査を

実施しております。また漏水調査につきまして

は、これを実施して極力漏水の防止に努力して

おります。

　営業収支につきましては、電力料金の大巾値

上げと、物価高騰により費用は増大し、建設資

金に影響しております。これがため昭和50年度

における事業運営をさらに苦しいものにしてお

ります。

　今後におきましても、一層経費節減に努力い

たしますので、皆様のご協力をお願いします。

昭和50年度十日町市水道事業会計予算

業務の予定量
ほ）給　　水　　戸　　数

！2）年間総給水量
（3）一日平均給水量

14〉主三たる建設改良事業費

　7，700汗 1

3，17（〕，832㎡

　8，687㎡

17，15し）干円

　　　収益的収入及び支出

費用146，897千円　　　　　　　　収益151，566千円

，曽業外収益　　　　ノ

1瓢丁円彪
礁髪灘施・膨

畠◎θa

資本的収入及び支出

支出36，644千円

建設改良費
24，547千円

講縮醜覇
1、．！～・卿理！．1

収入23，375千円

　企　業債
　12，000千円

他会計借入金Z

　10，000千円

陶勤飾儒

資本的収入及び支出の不足ほてん財源

当年度分損益勘定留保資金　　8，600千円

当年度分利益剰余金　4，669千円

■市勢／人ロー50，298人（男24，461人・女25，837人）／世帯数…11，525／面積一211・44K㎡（6月旧現在）

1
偽
ヤ
略


